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令和元年６月定例会（第２日目）  

本文 2019-06-25 

 

◯７番（堀  努君） 通告に従いまし

て、今回は市長の政治姿勢と市長マニュフ

ェスト 2019「100日プログラム」をテーマ

に質問を進めてまいります。 

 自民党市議団は、さきの静岡市長選挙に

おいて、いち早く田辺市長の推薦を決定

し、団結して選挙戦を戦い抜いた経緯があ

ります。ですから、我々は田辺市長の３期

目に対し、送り出したという自負と市民へ

の説明責任があるわけです。本定例会は、

田辺市長の再選後、初の総括質問日となり

ますので、この場を借りて、３期目に対す

る意気込みを再確認する機会とさせていた

だきます。 

 それでは、１回目は市長の政治姿勢をテ

ーマとする中項目、市長選挙を受けてに関

連した３点の質問をいたします。 

 １点目は、選挙戦を通じて田辺市長が受

け取った市民の声について伺います。 

 田辺市長は、選挙期間 14日間のうち、

多くの時間を清水区での遊説に費やしまし

た。日中は街宣車の助手席でマイクを握

り、清水区全域をくまなく回りました。そ

して通行人を見かけると、急いで車をおり

て駆け寄り、市政に対する要望はあります

かと声をかけることを繰り返し行いまし

た。選挙戦中終盤には、顔面が真っ黒に日

焼けして、いかに田辺市長がその運動に時

間を費やしたのかうかがい知ることができ

ました。 

 私は、遊説に立ち会う機会がたびたびあ

りましたが、市民からは実にさまざまな反

応がありました。突然あらわれた市長に対

する驚きや戸惑い、喜んで一緒に写真を撮

る人、中には無視する人もいましたが、い

ずれにせよ、田辺市長にとって市民の生の

声を聞くことができた貴重な経験だったは

ずです。 

 田辺市長に対する声の一例として、子育

て支援に力を入れてほしい、清水を何とか

して、知事と仲良くしてほしいという意見

が寄せられました。ほかにも、市内全域で

さまざまな声を田辺市長は聞いてきたこと

でしょう。そして、市長選の争点の一つで

あった病院や庁舎の移転新築に関する声に

ついては、賛否両論ありましたが、津波浸

水想定区域内であるがゆえの不安視する声

は少なくありませんでした。一方で桜ヶ丘

病院の事業主体が静岡市であるという誤解

も多く、そこが今後の課題であることをつ

け加えさせていただきます。 

 田辺市長は、１期目の就任当初から、市

政運営方針として現地現場主義を掲げてき

ました。ですから、今回の厳しい現地の声

をしっかりと受けとめて、現場に即した市

政運営を重視するべきだと私は考えます。 

 そこで、質問します。市民の声をどのよ

うに受けとめ、今後どのように応えていく

のか、お答えください。 

 ２点目は、マニュフェスト 2019につい

て伺います。 

 告示日に先立つ３月 20日、田辺市長は

１冊のマニュフェスト集を発表しました。

皆さんのお手元にその一部をコピーした資

料をお配りしてあります。 

 さて、その内容を確認すると、今までに

ない新しい政策や、３次総と比較して具体

的な記述が盛り込まれていることに気がつ

きます。例えば、新しい政策として新サッ

カースタジアムの構想づくりが挙げられま

す。今後４年間でサッカーのまち清水にふ



 2 / 9 

 

さわしい新スタジアムの建設の構想づくり

に着手することが明記されています。実際

に田辺市長は、選挙期間中にサッカースタ

ジアム構想を幾度となく語っており、投票

先の判断材料の１つになったと考えられま

す。私は、現在のＩＡＩスタジアム日本平

について、名勝日本平の麓に位置するすば

らしいスタジアムであるという誇りを抱い

ております。しかし実際問題、交通アクセ

スや屋根のカバー率に関するＪリーグ基準

の課題がある影響からか、清水区民の新ス

タジアム待望論は想像以上に大きいこと

が、選挙戦を通じて理解できました。 

 さて、清水駅周辺にスタジアム建設を目

指す場合に、想定される候補地は民有地で

あることから、今後基本構想の策定が足踏

みしてしまうのではないかという懸念を私

は抱いております。しかし、清水駅周辺の

サッカースタジアム建設は、まちづくりの

方向性が、現在進行中の新清水庁舎や海洋

文化拠点施設建設と同じであり、この基本

構想を早期着手することこそが、田辺市政

が目指している都市ビジョンに対する清水

区民の理解につながるものであると私は考

えます。 

 次に、３次総より具体的な記述がある政

策として、遺構展示が挙げられます。歴史

文化の拠点づくりの項目で、駿府城公園内

に、豊臣時代の天守台や大量の金箔瓦など

を間近に見学ができる遺構展示を 2021年

度までに完成させると明記されています。

私のイメージとして、遺構展示とは、先日

視察に行き、実際に確認してきましたが、

奈良県の平城宮遺構展示館のような、発掘

された遺構を建物で覆い、露出展示をする

手法が頭に浮かびます。 

 また、先進的な取り組みとして、全国初

となる認知症予防センターの開設や、聞き

なれない単語ですが、ＭａａＳという次世

代交通システムの導入検討といった魅力的

な政策が盛り込まれているのもこのマニュ

フェストの特徴です。 

 ３次総があるにもかかわらず、マニュフ

ェストを作成した理由とは何か。本冊子に

よると、有権者との約束、曖昧な公約や思

いつきの発想ではなく、権限と財源の裏づ

けのある明確な宣言文、そして３次総の後

期実施計画に裏づけされているなどと明記

されています。 

 以上のことから、田辺市長には本マニュ

フェストを有権者に対する約束として必ず

実現させるという強い決意と、職員に対し

て確実に実行するんだという強固な意志を

示すことが求められています。 

 以上を踏まえて質問します。マニュフェ

スト 2019をどのようにスピード感を持っ

て進めていくのか、お答えください。 

 ３点目は、今後の清水区のまちづくりに

ついて伺います。 

 田辺市長は、再選直後のインタビュー

で、選挙を通じて課題が見えた。丁寧な説

明を重ね、もっと清水に愛される市長にな

りたいとコメントしました。今回の市長選

挙で、田辺市長の得票率は 49.6％でした。

その特徴として、清水区の得票率は 45.4％

で、旧静岡市と比較して 6.5ポイントも低

く、その結果全体の得票率が５割を下回る

原因となりました。 

 その主な要因として、静岡新聞が行った

清水庁舎移転に関する出口調査で、反対が

42％に上ったことからもわかるとおり、市

民の世論を二分するかのような争点があっ

たからだと推測しています。桜ヶ丘病院と

清水庁舎に関しては、あくまで私の肌感覚

ですが、清水区民の関心度や考え方、賛否

は、地区ごとに違いがあると感じておりま
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す。 

 具体的には、中心市街地在住の区民から

は否定的な意見が多く、一方で、郊外在住

や中山間地域の区民からは、交通アクセス

向上のメリットがあるためか、反対意見は

少なかったということです。また個別に言

うと、例えば、高部地区では、長年の悲願

であった桜ヶ丘病院の移転をあきらめざる

を得なかったわけですが、ＪＣＨＯの決断

に一定の理解を示したことで、現在はかつ

ての候補地に、交流館新設と多目的公園の

整備実現に向けて懸命に取り組んでおられ

ます。 

 マニュフェスト 2019の表紙には「この

まちを、ずっと、みんなで」と大きく書か

れています。これはＳＤＧｓの主要テー

マ、持続可能な開発目標と誰一人取り残さ

ないを言いかえたものです。田辺市長は多

数決によって、再び信任を得たわけですか

ら、今後の清水区のまちづくりで重要なこ

とは、持続可能な清水区の実現に向けて、

強い信念とスピード感を持って市政運営に

臨んでいただくこと。それと同時に、誰一

人取り残さないという思いのもと、田辺市

長に投票しなかった市民に対して耳を傾け

ることこそ大切な姿勢であると私は思いま

す。 

 もう一つ、市長選挙を通しての気づきで

すが、清水区の活性化には、海に加えて山

の視点も不可欠です。中部横断自動車道を

起爆剤として、オクシズや清水港の後背地

をどのように掘り起こしていくのか、田辺

市長の手腕が試されています。 

 そこで、質問します。今後、清水区のま

ちづくりをどのように進めていくのでしょ

うか。お答えください。 

 以上、１回目の質問を終わります。 

28◯市長（田辺信宏君） 大項目、市長の

政治姿勢のうち、市長選挙を受けてについ

て、３つの質問にお答えいたします。 

 まず１つ目は、市民の声をどのように受

けとめ応えていくのかについてですが、議

員御指摘のとおり、今回の選挙戦におい

て、私は有権者との１対１の対話を心がけ

た遊説を行いました。その中で感じたこと

は、３次総や５大構想、静岡市が今進めて

いる取り組みが必ずしも正しく伝わってい

ないという事実であり、それを無念の思い

を持って受けとめています。したがって、

３期目は「伝える」のではなく「伝わる」

という視点に重点を置き、市民目線のわか

りやすい情報発信を心がけて、市民の皆さ

んの声に応えていきたいと考えています。 

 ２つ目は、マニュフェスト 2019をどの

ようにスピード感を持って進めていくのか

についてであります。今回のマニュフェス

トには、もちろん最優先政策としての５大

構想も公約として掲げておりますが、３次

総には記載されていない新しい政策も取り

入れております。 

 その中で、この４年間、私がスピード感

を持って取り組んでいきたいと考えている

ものは、幾つかありますが、その２つを紹

介したいと思います。それは、公共交通政

策の切り札としてのＭａａＳの推進と、健

康長寿のまちづくりの目玉としての認知症

の予防という２点であります。 

 まず、ＭａａＳの推進であります。これ

はまだ、人口に膾炙していない聞きなれな

い言葉でありますが、モビリティ・アズ・

ア・サービス──公共サービスとしての移

動手段と直訳されますが、最新のＩＣＴ、

情報通信技術を活用し、交通手段を一体的

に提供する仕組みのことであります。これ

が実現すれば、現在の静岡市が抱える交通
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弱者への対応という行政課題を解決する可

能性が高まります。私の思いとすると、こ

のごろ全国で頻発する高齢者ドライバーに

よるアクセルとブレーキの踏み違いによる

悲惨な事故を静岡市においてなくしていき

たいという思いであります。 

 そのマニュフェストで掲げた新しい政策

を受けて、都市局を中心にスピード感を持

って対応してくれました。国土交通省と経

済産業省がそれぞれ実施するモデル事業に

挑戦をし、エントリーをし、その結果、先

日朗報が入ったばかりでありますが、全国

28地域の応募に対して、私たちはダブルで

の選定を受けることができました。国交省

と経済産業省、両方とも選定を受けたの

は、全国 75地域からの申請があったうち

の４つの地域のみであります。これによっ

て、今後国と強力に連携をして、ＭａａＳ

の事業を進める環境が整ったということを

申し上げたいと思います。先月設置された

コンソーシアムを中心にして、今後この夏

には、官民合同で先進地視察を行いますの

で、議員の皆様にもぜひ御参加を呼びかけ

たいと思いますし、また秋には、人工知能

──ＡＩを活用した相乗りタクシーの実証

実験まで進めてまいりたいと考えていま

す。 

 もう一つが、認知症の予防であります。

これも今、全国的な課題になっています

が、本市の場合、推計によると 2025年に

は約３万人の潜在的認知症患者があらわれ

るというふうに言われています。その認知

症患者を少しでも減らしたいという思い

で、このことに注力をしていきたい。幸い

本市のこの取り組みに国が後追いをするよ

うに、先日、認知症についての推進大綱が

決定されました。国の制度や国が進める施

策と上手に連携して取り組むことによっ

て、スピード感を持った施策の推進ができ

ますので、政令指定都市の立場を大いに生

かして、全国初の仮称認知症予防センター

の設置につなげてまいりたいと考えていま

す。 

 ３つ目は、今後の清水区のまちづくりを

どのように進めていくかについてでありま

す。一言で言えば、清水区が持つ海と山の

それぞれの地域資源を、バランスよく両立

させてまちづくりを進めていきたいという

ことであります。清水港や駿河湾といった

海を生かしたまちづくりとは、クルーズ船

の増加や、開港 120周年を迎える清水港、

新たなシンボルとして考える海洋文化拠点

施設などを含め、昨年度、官民連携のもと

で描いたグランドデザインを着実に進めて

いくことに尽きます。そして将来的には、

このグランドデザインに描かれている三保

地区や興津地区などへエリアを拡大してい

くことによって、清水港沿岸部全体の魅力

づくりを具現化していきたいと考えていま

す。 

 一方、山、中山間地域を生かしたまちづ

くりとは、甲信越地方との交流や物流を大

きく変え、議員も先日、そのことで山梨県

にプロモーションに出かけてくださったと

伺っておりますが、中部横断自動車道の活

用を図るとともに、両河内地区への新しい

スマートインターチェンジの設置や、既に

先月、ＪＡしみずや静岡県などの関係者に

よる組織を立ち上げた畑地総合整備事業、

いわゆる畑総などの検討を進め、中山間地

ならではのまちづくりを図ってまいりま

す。 

 一方、多くの市民の皆さんから期待を寄

せられている新しいサッカースタジアムに

つきましては、まずはサッカーのまちにふ

さわしいスタジアムの構想づくりに着手し
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ていきたいと考えています。 

 以上、申し上げた沿岸部と中山間地域を

両立したまちづくりを推し進めることによ

って、清水区が魅力を増し、活力あふれる

地域となり、世界中から人が集まり、そし

て雇用が確保され、にぎやかさを増す、そ

のことが静岡市全体が元気なまちとなる。

堀議員とともに今後も取り組んでまいりた

いと考えております。 

  〔７番堀  努君登壇〕 

29◯７番（堀  努君） ２回目は、市長

マニュフェスト 2019「100日プログラム」

をテーマとします。 

 これは、田辺市長がスピード感を持って

就任 100日以内に成果を出す身近な取り組

みであると明記されています。３期目の任

期は４月 13日からですので、７月 21日ま

でに成果を出さなければならない政策とな

ります。 

 100日プログラムは、５項目あります。

その１つ、「しずおか魅力掘り起こしツア

ー」は、市内の隠れた観光資源を市長と一

緒に巡り、静岡市の魅力を掘り起こすこと

を目的として、一昨日に第１回目が開催さ

れました。成果として、田辺市長が参加者

の生の声を聞くことで、新たな気づきを得

たこと。そして参加者のシビックプライド

醸成に寄与する取り組みであったと聞いて

おります。 

 もう一つ、職員コンシェルジュについて

は、昨年の実証実験を踏まえて、７月１日

より各庁舎にてスタートします。他都市の

事例として、青森県弘前市では、昨年 10

月からコンシェルジュ制度を導入しまし

た。その目的は、来庁者が気軽に安心して

手続等ができるように、きょうも笑顔で常

にお客様目線で親切・丁寧に、お客様に最

高のサービスを提供するためということで

す。ぜひ静岡市でも参考にしていただきた

いと存じます。 

 それでは、中項目に沿って、３点の質問

をいたします。 

 １点目は、わくわく給食について伺いま

す。 

 これは、魅力的な給食を月に１度提供す

ることで、子供たちが学校に行くことが楽

しみになること、そして食育や地産地消に

役立つ取り組みであることが明記されてい

ます。また、その費用は静岡市が負担する

こととされています。今回と同様の取り組

みは、静岡県内においては、吉田町、牧之

原市で実施されました。９小中学校でこと

し１月、特別給食メニューが提供されて、

その献立は吉田漁港で水揚げされたシラス

を使用した特製コロッケと、牧之原市の大

根を使用した炒め物でした。また長泉町で

は、ユニークな取り組みとして、ことし２

月、５小中学校で、受験生への験担ぎとし

て、町内産の野菜を使用した「長泉あした

かつ」という特別メニューが提供されまし

た。そのほか、横浜市では市内９小学校

で、昨年 11月、未利用魚を活用した特別

メニューが提供されました。一般には流通

しない子イワシをカレー風味の揚げ物にし

て、水産資源の有効活用と食育を兼ねた取

り組みでした。 

 さて、今回のわくわく給食は、３次総後

期実施計画における事業名、日本一おいし

い学校給食の提供に関するソフト面での政

策であると認識しております。静岡市は、

平成 28年度より日本一おいしい学校給食

を目指して、静岡ならではの献立の研究を

進めてきました。そしてその成果を生かす

場として、昨年 12月、全国学校給食甲子

園に応募して、シラス御飯やオクシズの煎

茶入りクリーム大福といった、静岡らしい
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地場産品を使ったメニューが考案されたと

いうことです。ぜひこれまでのノウハウを

生かして、わくわく給食が静岡市の食育や

地産地消に貢献した上で、子供たちが学校

に行くのが楽しみになることを期待してい

ます。 

 そこで、質問します。わくわく給食の目

的と概要についてお聞かせください。 

 ２点目は、市長ミーティング室について

伺います。 

 これは、静岡庁舎内の市長室を中心に行

われている公務を、駿河区役所と清水区役

所にもシンプルな市長ミーティング室を設

置することで、地域の方々との面談や職員

との協議などを行うためであると明記され

ています。 

 参考例として、平成 17年に合併した牧

之原市では、榛原庁舎に市長室を置き、車

で 15分程度離れた相良庁舎には、市長と

副市長共用の執務室が整備されています。

執務室の利用頻度は、議会が相良庁舎にあ

るため、定例会中は使うことが多いこと、

そして相良地区で公務がある場合に利用し

ているとのことです。 

 さて、先日清水区で開催された第１回目

の市長ミーティング室に関する報道では、

田辺市長が清水庁舎の各課へ足を運ぶ姿が

映し出されており、ふだんはなかなか顔を

合わすことができないという職員が、市長

から直接激励の言葉を受ける姿が印象的で

した。恐らく、田辺市長自身もこの取り組

みを通じて、新たな発見があったであろう

と推測されます。初回ということもあり、

まずは職員との連携強化ということで、清

水庁舎内の巡回を行ったと思われますが、

もう一歩踏み込んで、田辺市長みずから現

地現場へ足を運び、しっかりと耳を傾ける

取り組みは、職員に対してだけでなく、清

水区民の皆様に対して積極的に行うべきも

のと私は考えます。 

 そこで、質問します。行政の取り組みと

して、市長ミーティング室の実施に至る背

景とその取り組み状況、今後の展開をどの

ように考えているのか、お答えください。 

 ３点目は、まちかどピアノについて伺い

ます。 

 これは、「まちは劇場」プロジェクトの

取り組みとして、街角に自由に弾けるピア

ノを設置することで、いつもあちらこちら

からメロディーやリズムが聞こえるまちを

目指すと明記されています。５大構想の１

つ、「まちは劇場」とは、文化芸術の力を

活用して、365日いつでもわくわくどきど

きする楽しい仕掛けをつくることで、交流

人口の増加と地域活性化を実現する政策で

あると理解しています。 

 田辺市長は、昨年 11月定例会における

福地議員に対する答弁で、「まちは劇場」

のメリットを文化的・社会的・経済的とい

う３つの価値があるということで説明しま

した。内容を要約すると、文化的価値と

は、生活の質を高めてシビックプライドの

醸成に寄与すること。社会的価値とは、ソ

ーシャルインクルージョンの視点に立ち、

共生社会の位置づけに寄与すること。経済

的価値とは、交流人口が増加することで、

地域経済の活性化に寄与すること。以上の

メリットがあるということです。そこから

分類すると、今回のまちかどピアノは、文

化的価値に着目した政策であることがわか

ります。 

 さて、公共空間に置かれたピアノを誰で

も自由に弾ける、いわゆるストリートピア

ノが最近各地で注目を集めています。昨日

も放映されましたが、ＮＨＫのＢＳ１チャ

ンネルで、昨年１月よりスタートした「空
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港ピアノ」、「駅ピアノ」という番組は、

主にヨーロッパを中心とした世界各地のス

トリートピアノに固定カメラを設置して、

通りすがりの一般人が演奏する様子を簡単

なエピソードをあわせて紹介するという番

組内容が、現在ＳＮＳ等で話題となってい

ます。余談ですが、世界最初のストリート

ピアノは、2008年のイギリス、バーミンガ

ムが発祥とされており、国内においては、

2011年の鹿児島市一番街商店街とされてい

ます。 

 静岡県内に目を向けると、ＪＲ浜松駅の

新幹線構内において、ピアノをＰＲする目

的で誰でも弾ける高級ピアノが楽器メーカ

ーにより設置されました。1,900万円のグ

ランドピアノを自由に演奏できるというこ

とで話題となり、動画サイトユーチューブ

に投稿された演奏シーンは、視聴回数 400

万回以上を数えるものもありました。静岡

市では、まちは劇場コンサート事業とし

て、学校訪問コンサート、親子クラシック

コンサート、まちかどコンサートが定期的

に開催されております。これらは、多くの

市民に「まちは劇場」を実感していただく

ことのできる大変すばらしい取り組みで

す。そのうち、まちかどコンサートについ

ては、オープンスペースで誰でも身近に生

演奏の音楽に触れることができるコンサー

トということで、今回のまちかどピアノと

調和しやすい取り組みです。設置場所の選

定に当たり、考慮されていると思います

が、いかがでしょうか。今回のまちかどピ

アノについては、ほかにもピアノの調達方

法や管理方法など、検討を重ねてこられた

と思いますが、ぜひ他都市の事例を参考に

していただき、多くの市民に親しまれるま

ちかどピアノにしていただくようお願いし

ます。 

 そこで、質問します。まちかどピアノの

目的と概要を教えてください。 

 以上で２回目の質問を終わります。 

30◯教育局長（遠藤正方君） わくわく給

食の目的と概要についてですが、わくわく

給食の目的は、静岡自慢のブランド食材を

使った特別の給食を提供し、子供たちが地

域の地場産物や食文化について学ぶことを

通して、郷土静岡への愛着と誇りを育むこ

とです。このために、７月から年６回、通

常の給食費に公費で１人１回 300円程度の

食材料費を加え、ふだん給食で取り扱いに

くい釜揚げシラスや安倍川餅などを給食で

提供します。友達とともに給食を食べた思

い出と郷土の歴史や文化を結びつけ、生涯

にわたって静岡への愛着や誇りを持つ静岡

市民を育てていきたいと考えています。 

31◯総務局長（豊後知里君） 市長ミーテ

ィング室の実施に至る背景、取り組み状況

等についてですが、市長ミーティング室

は、市政運営の原点である現地現場主義を

標榜する田辺市長の強い思いから実施する

もので、市長室のある静岡庁舎のみなら

ず、駿河区と清水区にも市長の活動拠点を

構え、現地現場により近い場所で執務を行

う取り組みです。令和元年度は全 15回を

予定しており、市長ミーティング室におい

て、現場で市政を支える職員との政策協議

を重ねるとともに、あらゆる分野で活躍す

る企業や団体の皆さんのもとに直接赴き、

先進事例の視察や意見交換などを行うこと

としています。 

 今月７日に開催した清水区では、清水庁

舎の４階会議室を拠点として、区のプロジ

ェクトに係る職員との協議などを行うとと

もに、三保へと足を延ばし、最先端の海洋

研究活動の成果を有する東海大学海洋学部

や、三保真崎地区の新たなリゾート開発に
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取り組む民間企業とも意見交換を行いまし

た。 

 今後４年間、静岡を１つにを合言葉と

し、市長ミーティング室を継続的に開催し

ていくことで、市民の皆さんが抱く希望や

期待の声を受けとめ、魅力ある市政運営に

取り組んでまいります。 

32◯観光交流文化局長（大石貴生君） ま

ちかどピアノの目的と概要についてです

が、本市では「まちは劇場」の推進の一環

として、平成 30年度から、まちなかに本

市の資産である大道芸などのパフォーマン

スを行うことができるまちは劇場パフォー

マンススポットを８カ所設け、まちを歩く

楽しみとアーティストの活動の場を提供す

る取り組みを行っております。 

 こうした中、まちかどピアノは、まちな

かに誰でも自由に弾けるピアノを設置する

ことで、音楽に親しむ場が生まれ、多くの

人に表現の場を提供するという新たなまち

は劇場パフォーマンススポットとして進め

てまいります。ここでは、ピアノを弾く人

と聞く人の交流も期待でき、またふだん足

早に歩いていた人がピアノの音に足をとめ

ることで、まちに対する新たな気づきも生

まれるなど、まちに活気を生み出すことを

目指していきます。 

 本市第１号のまちかどピアノは、玉川小

学校で使用していたピアノを再利用し、清

水駅前銀座商店街に、地元の皆さんの協力

を得て常設する予定です。お披露目は、清

水港開港 120周年記念事業・開港祭と、銀

ぶらマルシェの開催日に合わせ、７月 14

日日曜日を予定しています。市民の皆さ

ん、もちろん議員の皆さんにも、ぜひピア

ノを弾いていただき、日常の中で気軽に芸

術文化に触れること、本市のまち歩きには

音楽もあるという風景、まさに「まちは劇

場」空間を楽しんでいただきたいと思いま

す。 

  〔７番堀  努君登壇〕 

33◯７番（堀  努君） ３回目は、意

見・要望を２点申し上げます。 

 １点目は、県市連携についてです。 

 田辺市長に対する市民の声として、知事

と仲良くしてほしいという意見が少なから

ず寄せられましたが、これも市長選の争点

の１つとなったと言えます。その声を受け

て、田辺市長は当選直後のインタビュー

で、県との関係も構築していかなくてはい

けないと語り、４月８日、早速県庁へ赴

き、川勝知事に面会を求めました。田辺市

長は川勝知事に対して、これまでのことを

ノーサイドにして、未来志向で県といい関

係をつくりたいと、関係改善の申し入れを

行いました。余談ですが、ノーサイドとは

ラグビー用語で試合終了を意味しますが、

現在は日本以外で使われることはありませ

ん。そして、日本においては、試合や争い

が終わった瞬間に、敵味方の区別がなくな

り、互いの健闘をたたえ合うという意味

で、政治の場でも使われることがありま

す。田辺市長のノーサイド発言には、川勝

知事が自身のノーサイド発言をみずからほ

ごにしたことに対する許しの言葉であった

と私は感じています。 

 一方で、川勝知事は、市民が立ち上がれ

ば、極端な場合リコールもあり得るとの発

言でもわかるとおり、極めて冷淡な反応を

示されました。その後、川勝知事は、４月

10日の定例記者会見で、県市連携の手段と

して、知事特命を設置するので、静岡市に

もカウンターパートナーとしての交渉窓口

を設けるように求めましたが、トップ会談

以外の場で田辺市長と会う機会をふやす機

会はあくまでないということでした。それ
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に対して田辺市長は、副市長、副知事の連

絡会議が既にある。必要とあれば知事に会

うとして、窓口設置を拒否しました。 

 私は、田辺市長の秘書時代に幾度か仕事

の愚痴や人間関係の悩みを相談したことが

ありましたが、いつも決まってする田辺市

長のアドバイスは、「それも人生の修行だ

と思え」でした。田辺市長御自身はいかが

お考えでしょうか。 

 川勝知事が望む県市連携と、静岡市が目

指すべき県市連携は、違っていいと私は考

えています。知事のたび重なる市政批判こ

そ、静岡市との二重行政の最たるものであ

ると言えるからです。田辺市長には、川勝

知事の言動を真正面から受けとめず、市民

にとって本当に必要な県市連携、例えば、

静岡県が実施主体とされる防潮堤の早期建

設実現に向けて取り組んでいただくよう要

望いたします。 

 ２点目は、清水区の一体感醸成について

です。 

 田辺市長は、選挙戦で聞いた市民の声を

受けて、当選後、合併した成果を出したい

とコメントし、清水区を念頭に静岡市の一

体感醸成に取り組む決意を固めました。実

際、現在の清水区民は、合併して 16年経

過したにもかかわらず、いまだにその恩恵

を実感できておりません。私は議員の説明

責任として、例えば、清水区民の飲用水を

安定供給するために、旧静岡市側からの水

道ルートを引き込んだこと、清水区から排

出されたごみの受け入れを旧静岡市の清掃

工場が行っていること、公立小中学校の耐

震化、合併特例債を活用した清水文化会館

の移転新築のことなどを例に挙げて、市民

に理解を求めますが、それで納得される方

はほとんどいません。それは、合併前から

漂う停滞感を政令市に移行してからも払拭

できていないことに起因しています。 

 田辺市長は、選挙期間中、公共投資を呼

び水にして民間投資を促し、経済の好循環

を実現していくとの訴えを繰り返しまし

た。今後、清水活性化の起爆剤として、政

令市のスケールメリットを生かした海洋文

化拠点施設建設が控えていますが、完成ま

でには、少なくともあと４年かかるわけ

で、それまで合併の恩恵は待ってください

ということであれば、清水区民は到底納得

できないわけです。 

 そこで、具体的な要望ですが、清水区の

一体感醸成に向けて、市民に合併した成果

を感じてもらう経過措置として、海洋文化

拠点施設の建設予定地に、完成図を描いた

大型看板を設置していただくようお願いし

ます。また、周辺の都市ビジョンを含めた

リアルな完成予想図を映像化していただ

き、広く市民に提示していただけますよう

お願いします。広報紙やＳＮＳ、田辺市長

の定例記者会見だけでは伝わり切れませ

ん。 

 最後に、今回は田辺市長の背中を後押し

することを念頭に質問した結果、厳しい内

容となってしまいました。田辺市長の３期

目に対して、嵐の中の船出との意見もあり

ますが、必ずや荒波を乗り越えて、令和の

初代静岡市長にふさわしいかじ取り役を担

っていただくことを期待して、総括質問を

終了します。ありがとうございました。 

 


